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【背景】尿にはネフロン上皮細胞に発現している膜蛋白がエキソゾーム（膜小胞）

として排泄されている。しかしその測定には超遠心を必要であるため技術的な困

難を伴う。 

【目的】尿をそのまま使って AQP2 が検出可能であるサンドイッチ ELISA 法の有用

性について明らかにする。 

【方法】ヒトの早朝尿サンプルを用いて、これまでの超遠心法によるエキソゾー

ム分画に回収される AQP2 と、最近市販されたヒトアクアポリン 2 ELISA キットに

よる AQP2 の検出を比較し、さらに尿浸透圧と尿中 AQP2 濃度の相関を調べた。 

【結果】DDTや蛋白分解酵素阻害剤を入れない状態で尿中AQP2濃度を測定すると、

キットでは 6.83ng/mL(n=6: 3.04～12.21)と検出された。尿の 3000g 15 分遠心で

は AQP2 量は上清/沈渣＝6.73/0.99 であり、細胞分画に AQP2 は 13%検出された。

この上清を 200,000g 1 時間超遠心してエキソゾームを沈殿させて AQP2 を測定し

たところ上清/沈渣＝0.03/4.99 であった。この沈殿物のウェスタンブロット法に

よって AQP2 のバンドが検出されたが、尿そのままのウェスタンブロット法ではバ

ンドは検出されなかった。さらに尿浸透圧 Uosm と尿中 AQP2 濃度は相関係数

r=0.63204 の正の相関（Uosm(mosm)=480+31AQP2(ng/mL))を認めた。 

【考察】尿中 AQP2 をサンドイッチ ELISA 法によって検出する方法によって、AQP2

のほとんどがエキソゾーム画分に存在しており、従って、超遠心をすることなく

エキソゾーム分画として測定可能であり、尿浸透圧によく相関している。 


